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(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。 

２．売上高には、消費税等は含まれていません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、又

潜在株式が存在しないため記載していません。 

  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期 

第３四半期 
連結累計期間

第65期 
第３四半期 
連結累計期間

第64期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成25年４月１日 
至  平成25年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 4,788,332 4,715,510 6,124,093

経常損失(△) (千円) △309,407 △34,683 △542,053

四半期(当期)純損失(△) (千円) △502,496 △6,129 △729,338

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △417,965 136,926 △541,779

純資産額 (千円) 6,812,707 6,786,593 6,688,669

総資産額 (千円) 9,505,686 9,371,272 9,287,620

１株当たり四半期(当期)純損失金額
(△)

(円) △19.53 △0.24 △28.34

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.7 72.4 72.0
 

回次
第64期 

第３四半期 
連結会計期間

第65期 
第３四半期 
連結会計期間

会計期間
自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

自  平成25年10月１日 
至  平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 
又は四半期純損失金額(△)

(円) △8.65 0.16
 

２ 【事業の内容】



  

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在していません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。 

当第３四半期連結累計期間のエレクトロニクス業界は、世界生産ではスマートフォンやタブレット端末の世界的

な普及により一部の電子部品・デバイスの生産は増加したものの、国内生産においては海外生産への移行の影響等

により総じて低調に推移しました。 

  このような環境のもと、当社グループは、売上高の回復を最重要課題として取り組み、自動車向けの製品、下面

電極構造の導電性高分子タンタルコンデンサ及び高電流ヒューズの売上高の増加並びに海外売上高の増加に注力し

ました。 

  この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高につきましては47億１千５百万円

（前年同四半期比1.5％減）となりました。損益につきましては円安効果があったものの子会社の業績不振の影響に

より、営業損失５千８百万円（前年同四半期比２億５千７百万円改善）、経常損失３千４百万円（前年同四半期比

２億７千４百万円改善）、四半期純損失６百万円（前年同四半期比４億９千６百万円改善）となりました。 

  なお、第２四半期連結会計期間において特別利益として計上した投資有価証券売却益は、当第３四半期連結会計

期間で１千１百万円増加して７千２百万円となり、同様に特別損失として計上した製品不具合対策損失３千５百万

円は同額を計上しています。 

  

セグメントの業績は次のとおりです。 
  

売上高は、小型携帯電子機器向けの導電性高分子タンタルコンデンサの売上高が増加したものの、ホームエレ

クトロニクス向け等の需要が減少した結果、前年同四半期比1.9％減少し、39億８百万円となりましたが、セグ

メント利益は３億６千３百万円（前年同四半期比235.3％増）となりました。 

売上高は、小型携帯電子機器向けの需要が減少しましたが、リチウムイオン電池向けの高電流ヒューズの売上

高が増加した結果、前年同四半期比5.4％増加し、６億１千６百万円となりました。セグメント損益は、価格競

争による販売価格の下落により、６百万円の損失（前年同四半期比２千４百万円悪化）となりました。 

主として、フィルムコンデンサの売上高が、カーエレクトロニクス向け及びアミューズメント向けの需要の減

少により、前年同四半期比12.4％減少し、１億９千万円となり、セグメント損失は３千８百万円（前年同四半期

比３千１百万円改善）となりました。 

  

タンタルコンデンサ事業においては、下面電極構造タイプの導電性高分子タンタルコンデンサのラインアップの

拡充及び現有製品の改良活動を行い、回路保護素子事業においては、高電流・高電圧に対応するヒューズの開発及

び量産のための活動を行いました。当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億６千９百万円です。 

  

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

①タンタルコンデンサ事業

②回路保護素子事業

③その他

(2) 研究開発活動



  

電子部品業界の今後の見通しにつきましては、円安傾向に伴う需要の増加や企業業績の回復等を背景にして景況

感は高まっています。しかしながら、為替の動向に関わらず海外生産への移行の流れに大きな変化はなく、高度な

信頼性や品質を要求される分野では国内生産の水準が維持されるものの競争激化により厳しい状況が継続すると予

想されます。 

  当社グループとしましては、引き続き、売上高の回復を最重要課題として取り組み、製品としては下面電極構造

の導電性高分子タンタルコンデンサ及び回路保護素子、市場としては海外市場への売上高の増加に注力します。ま

た、子会社の業績改善を図り、売上高に対応したコスト体系の再構築を実現します。 

  なお、採算上の為替レートは1米ドル90円で設定しています。 

  

当社グループは、経営環境の変化に即した柔軟な会社運営を行うことを基本として、平成23年４月１日を起点と

する３年間の中期経営計画を策定し、平成26年度３月期は中期経営計画の最終年度として一丸となって遂行中で

す。 

  一定の売上高で営業黒字となるように全社における徹底したコストダウン及び費用管理を継続して実践し、連結

営業黒字体質の回復に努める所存です。 

  

  

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

(4) 経営者の問題認識と今後の方針について



  

  

  

  

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 78,383,013

計 78,383,013
 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成25年12月31日)

提出日現在 
発行数(株) 

(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,220,000 26,220,000
東京証券取引所 
(市場第二部)

単元株式数は1,000株です。

計 26,220,000 26,220,000 ― ―
 

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4) 【ライツプランの内容】

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式 
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高 
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金 
残高 
(千円)

平成25年12月31日 ― 26,220,000 ― 2,219,588 ― 3,341,270
 

(6) 【大株主の状況】



  

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載しています。 

平成25年９月30日現在 

（注）１  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)

含まれています。 

２  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれています。 

  

平成25年９月30日現在 

  

該当事項はありません。 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 492,000

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,510,000
25,510 ―

単元未満株式 普通株式 218,000
 

― ―

発行済株式総数 26,220,000 ― ―

総株主の議決権 ― 25,510 ―
 

② 【自己株式等】

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式総数 
に対する所有 

株式数の割合(％)

(自己保有株式) 
松尾電機株式会社

大阪府豊中市千成町 
３丁目５番３号

492,000 ― 492,000 1.88

計 ― 492,000 ― 492,000 1.88
 

２ 【役員の状況】



  

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けています。 

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について



１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,862,293 1,759,535

受取手形及び売掛金 ※  1,748,092 ※  2,001,603

有価証券 35,228 36,450

製品 812,830 805,873

仕掛品 437,754 408,581

原材料及び貯蔵品 395,751 398,690

その他 23,210 22,073

貸倒引当金 △1,749 △2,004

流動資産合計 5,313,411 5,430,804

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具 15,741,017 15,857,911

減価償却累計額及び減損損失累計額 △14,451,178 △14,552,110

機械装置及び運搬具（純額） 1,289,839 1,305,801

その他 6,876,944 6,799,241

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,242,396 △5,263,930

その他（純額） 1,634,548 1,535,310

有形固定資産合計 2,924,387 2,841,111

無形固定資産 30,503 30,290

投資その他の資産   

投資有価証券 998,555 999,117

その他 23,025 69,949

貸倒引当金 △2,264 △0

投資その他の資産合計 1,019,316 1,069,065

固定資産合計 3,974,208 3,940,467

資産合計 9,287,620 9,371,272



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 710,221 785,037

短期借入金 700,000 700,000

未払法人税等 15,717 10,595

設備関係支払手形 49,762 8,446

その他 364,272 281,007

流動負債合計 1,839,974 1,785,086

固定負債   

繰延税金負債 128,854 169,531

退職給付引当金 542,947 547,618

環境対策引当金 9,322 9,322

資産除去債務 6,946 7,043

その他 70,905 66,076

固定負債合計 758,975 799,592

負債合計 2,598,950 2,584,679

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,219,588 2,219,588

資本剰余金 3,341,270 3,341,270

利益剰余金 1,100,763 1,056,038

自己株式 △85,032 △85,439

株主資本合計 6,576,590 6,531,457

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 112,241 255,260

繰延ヘッジ損益 △162 △125

その他の包括利益累計額合計 112,079 255,135

純資産合計 6,688,669 6,786,593

負債純資産合計 9,287,620 9,371,272



(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 4,788,332 4,715,510

売上原価 ※  4,076,374 ※  3,776,418

売上総利益 711,958 939,092

販売費及び一般管理費   

給料及び賞与 380,481 393,962

退職給付費用 24,180 21,709

貸倒引当金繰入額 － 253

その他 622,754 581,392

販売費及び一般管理費合計 1,027,417 997,318

営業損失（△） △315,459 △58,226

営業外収益   

受取利息 440 373

受取配当金 19,783 18,501

為替差益 － 9,112

その他 5,254 3,676

営業外収益合計 25,478 31,664

営業外費用   

支払利息 7,665 7,579

為替差損 11,189 －

その他 571 541

営業外費用合計 19,426 8,121

経常損失（△） △309,407 △34,683

特別利益   

固定資産売却益 853 225

投資有価証券売却益 － 72,139

特別利益合計 853 72,365

特別損失   

固定資産除却損 2,889 2,358

投資有価証券評価損 127,906 －

製品不具合対策損失 56,534 35,057

特別損失合計 187,330 37,416

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△495,884 266

法人税、住民税及び事業税 6,611 6,395

法人税等調整額 － －

法人税等合計 6,611 6,395

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △502,496 △6,129

四半期純損失（△） △502,496 △6,129



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △502,496 △6,129

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 84,439 143,019

繰延ヘッジ損益 91 37

その他の包括利益合計 84,531 143,056

四半期包括利益 △417,965 136,926

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △417,965 136,926

少数株主に係る四半期包括利益 － －



  

該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 ※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。 

  

  

  ※  通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額(△は簿価切下額の戻入額)は、次のとお

りです。 

  

  

      当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりです。 

  

  

【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(会計方針の変更等)

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(四半期連結貸借対照表関係)

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間 

(平成25年12月31日)

受取手形 15,390千円 9,189千円
 

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年12月31日)

売上原価 28,164千円 △12,736千円
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年12月31日)

減価償却費 167,377千円 168,304千円
 



  

前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

(株主資本等関係)

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日 
定時株主総会

普通株式 38,603 1.50 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
 

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日 
定時株主総会

普通株式 38,595 1.50 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 



  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フィルムコンデンサ事業及びア

ルミコンデンサ事業等を含んでいます。 

     ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△370,520千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

す。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務、経理、管理部門等の一般管理部門に係る費用です。 

     ３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っています。 

  
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フィルムコンデンサ事業及びア

ルミコンデンサ事業等を含んでいます。 

     ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△376,202千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

す。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務、経理、管理部門等の一般管理部門に係る費用です。 

     ３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っています。 

  

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

              (単位：千円)

 

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結 

損益及び包括 

利益計算書 

計上額(注)３

タンタル 

コンデンサ事業

回路保護素子 

事業
計

売上高              

  外部顧客への売上高 3,986,054 584,379 4,570,433 217,899 4,788,332 ― 4,788,332

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 3,986,054 584,379 4,570,433 217,899 4,788,332 ― 4,788,332

セグメント利益 
又は損失(△)

108,416 17,308 125,724 △70,663 55,061 △370,520 △315,459
 

              (単位：千円)

 

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結 

損益及び包括 

利益計算書 

計上額(注)３

タンタル 

コンデンサ事業

回路保護素子 

事業
計

売上高              

  外部顧客への売上高 3,908,651 616,053 4,524,704 190,806 4,715,510 ― 4,715,510

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 3,908,651 616,053 4,524,704 190,806 4,715,510 ― 4,715,510

セグメント利益 
又は損失(△)

363,495 △6,803 356,692 △38,715 317,976 △376,202 △58,226
 



  

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。 

  

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、又潜在株式が存在

しないため記載していません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △19円53銭 △0円24銭

    (算定上の基礎)    

    四半期純損失(△)(千円) △502,496 △6,129

    普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △502,496 △6,129

    普通株式の期中平均株式数(株) 25,733,829 25,728,438
 

(重要な後発事象)

２ 【その他】

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】



  

  
平成26年２月10日

松尾電機株式会社 

取締役会  御中 

  

  

  

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている松

尾電機株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括
利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、松尾電機株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人
 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士    柳          承    煥    印
 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士    柏    木          忠    印
 

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
 


